















要な役割を担っている（Carpenter and Lodge 1986, 
Wetzel 2001）。また、栄養塩の吸収（Engelhardt and 
Ritchie 2001）、光をめぐる競争やアレロパシーに
よる植物プランクトン増殖の抑制（Mulderij et al. 
2003, Hilt and Gross 2008）、植物プランクトンを
捕食する動物プランクトンへの生息場所の提供
（Schriver et al. 1995, Burks et al. 2006, Cazzanelli et al. 
2008）、底泥の巻き上げとそれに伴うリンの溶出















































Nishihiro et al. 2014 に収録されたデータをもとに
作図。
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きない可能性が指摘されている（Sand-Jensen et al. 
2008）。この原因としては、水質以外の環境要因、
たとえば底質の状態が十分には改善されないこと
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